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大気降下窒素が河川水質に与える影響について

流域の河川水質は地質や土地利用・土地被覆によって説明されることが多い。
一般に森林域の河川水は都市域よりも水質が良好であることが多いが、
森林域でも高い濃度の硝酸イオンが検出される事例がある。
この理由のひとつとして大気降下窒素の影響が考えられるが、
流域の位置する地理的条件によって硝酸イオンの濃度は大きく異なる。
今回、埼玉県の荒川上流域と島根県の斐伊川上流域の渓流で行った研究を対象に、
大気を介して負荷される窒素が河川水として流出する過程について紹介する。


